
◆NETIS登録番号は応募時点

1 CG-160007 - VE
連続鉄筋コンクリート舗装用斜
交メッシュパネル

FKメッシュパネルを用いて、鉄筋敷設における、大幅
な工程短縮及び省力化を行う。 技術概要 1 発表資料 3

2 KT-150026 - VE
お天気クラウド・工事現場の気
象対策サービス

クラウド型防災警報メール・リアルタイム降雨落雷強
風監視・ピンポイント気象予測閲覧システム 技術概要 14 発表資料 16

3 CB-210014 - A
中性型水系剥離剤ECO
「STRIPPER」

環境配慮型の中性型水系塗膜剥離剤を用いて塗膜
除去をする剥離剤工法 技術概要 22 発表資料 24

4 KT-170018 - A ベントナイト砕石 NB工法 土質系粘土遮水技術 技術概要 45 発表資料 47

5 HK-160018 - A テラグリッド補強土工法 凍上や塩害に強い補強土工法 技術概要 58 発表資料 60

6 KT-210041 - A
改質アスファルト系高耐久保護
シート「アスガード」

長期間に渡って河川堤防および道路斜面や法肩の表
面保護が可能な防草性能も併せ持つ保護シート 技術概要 74 発表資料 76

7 KT-220061 - A フォームサポート工法
EDO-EPSブロックと発泡ウレタン等を併用して橋梁
（桁下）を補強する中詰め工法 技術概要 90 発表資料 92

8 KT-190091 - A 鉄筋腐食非破壊検査装置
電磁誘導方式センサを用いたコンクリート構造物内の
鉄筋腐食非破壊検査装置 技術概要 107 発表資料 109

9 CB-210010 - A ICR処理工法 疲労損傷のICR処理による補修 技術概要 124 － －

10 KT-210030 - A どこでもカメラ
カメラの取付方法の自由度を高めることにより、多様
な現場の施工進捗確認等に用いるネットワークカメラ 技術概要 126 発表資料 128

11 KT-190087 - A
細径高密度型スロットレス光
ファイバケーブル

新しい間欠固定テープファイバにより、スロットの無い
ケーブル構造を採用し、外径の細径化および軽量化
と心線数の増加を両立させた光ファイバケーブル

技術概要 140 － －

12 HK-170005 - A ハイブリッドエポキシ樹脂
機能性吸着材を添加した塩分吸着型エポキシ樹脂コ
ンクリート補修材 技術概要 142 発表資料 144

13 KT-170031 - VR
つる性雑草侵入防止工法(つる
ガード工法)

つる性雑草の侵入、転落防止柵への絡みつきを防止
する防草工法 技術概要 154 発表資料 156

14 KK-220021 - A
流速・流量計測システム
【Hydro-STIV】

映像を用いた非接触型流速・流量計 技術概要 167 発表資料 169

15 QS-210051 - A 省スペース設置対応伸縮装置 省スペースで高い止水性の鋳鉄製伸縮装置 技術概要 182 発表資料 184

16 KK-150002 - VE
先行手摺工法クサビ足場(商標
名:アルバトロス、トリプルエー
ス、オクトシステム)

フランジ貫通新型クサビ緊結式足場 技術概要 205 発表資料 207

17
QSK-

220002
- A 生分解性土のう袋

主に植物由来原料のポリ乳酸（PLA)を使用し，環境に
配慮した土のう袋 技術概要 218 発表資料 220

18 HK-140002 - VE 橋梁用埋設型排水桝
・上面+側面集水型「D3(ディースリー)パイプ」 ・側面集
水型「ジョイントドレーン」 技術概要 226 － －
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NETIS登録番号 KT-220061-A 

担当部署 設計部設計グループ

担当者 北相模　剛

電話番号 06-6264-7906

会社名等 株式会社ＪＳＰ MAIL t-kitasagami@co-jsp.co.jp

技術の概要

・橋梁等の間に橋桁を架渡した構造の橋梁。

・桁下高さが2m以上20m以下の橋梁。

・橋梁下の地盤が軟弱な場所。

・周辺に製造プラントヤードを確保できない現場および重機が配置できない場所。

・ただし、高さ20mを超える盛土や水位が盛土をオーバーフローもしくは常時水に浸かる

ような場所では要検討。

国の機関　 2件　（九州　0件　、九州以外　2件）
自治体　　  2件　（九州　0件　、九州以外　2件）
民　 間　　　0件　（九州　0件　、九州以外　0件）

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2022年11月1日現在）

　土砂とセメントと気泡を混合する気泡混合軽量盛土工法（FCB）が同様の補強工法としてあ
りますが、製造プラントのヤードが必要であるため、狭隘な現場では重機を用いた施工が困
難という課題がありました。
　また、気泡混合軽量盛土工法の単位重量は5～15kN/m3と重いため、軟弱地盤などには
適用が困難となります。
　フォームサポート工法では、製造プラントや重機が不要、かつＥＤＯ－ＥＰＳブロックの軽量
性により、施工スペースが狭隘な場合や軟弱地盤などでも人力のみの施工が可能となるた
め、施工性の向上が図れます。

　フォームサポート工法は、橋脚等の間に橋桁を架渡した構造の橋梁をEDO-EPSブロックと
発泡ウレタン等で補強する中詰め工法です。
　また、劣化した橋梁全体を土構造物化、または橋梁の補強構造体としてそのまま使用する
こともできます（ＥＤＯ-ＥＰＳブロックを使用した軽量盛り土と同等の取り扱いとなるため、本
設の構造物となります）。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

フォームサポート工法技術名称

　橋梁、トンネルなどは5年に１度の点検が義務化となっており、老朽化した橋梁などは、補
修・改修が急務となっています。現在、全国には72万もの橋梁があり、市町村道は52万橋と
なっています。2029年には全体の52％程度が建設後50年を経過し、橋梁の補修・改修が一
層必要となります。
　すべての橋梁を更新することも困難な中、迂回路が必要となり、かつ高価な架け替えでは
無く、道路交通を供用したまま、より安価に補修をする工法が必要となります。
　フォームサポ―ト工法は、道路交通を供用したまま、橋脚・橋台間などの桁下にEDO-EPS
ブロックと発泡ウレタン等を中詰めすることで、橋梁を補修・改修する工法です。
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６．写真・図・表

など

施工前

壁面施工・ＥＰＳ設置

モルタル充填 モルタル充填

完成 完成
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技 術 概 要

技術名称 ： 鉄筋腐食非破壊検査装置 　  　NETIS登録番号 ： KT-190091-A

会　　　社 ： 偕成エンジニア株式会社 　  　担      当 ： 技術部　竹内  弘

〒242-0005 　  　電　　　話 ： 046-276-6664
神奈川県大和市西鶴間1-3-2太陽ビル        E-mail　　： kaisei_eng_co@pop07.odn.ne.jp

１．技術開発の背景及び契機

　高度経済成長期において、多数の鉄筋コンクリート構造物が全国に建造されました。これらは、
耐用年数が近づくにつれメンテナンスの頻度が増してきます。しかし、立地条件や気象条件により
均一の劣化とはならないので、修繕の順番を決めるための事前調査が必要となります。今までの
調査には鉄筋に電極を付けたりするので、はつり作業が必要でした。現場では、非破壊で簡便な
検査装置が求められております。

２．技術の内容

　本非破壊検査装置は、電磁誘導方式を応用した独自の磁気センサ・本体・A/Dコンバーター・パ
ソコンで構成され、コンクリート構造物に内在する鉄筋の腐食状態を把握できる装置です。
測定は、コンクリート表面にセンサ（送受信一体型）を置き、内在の鉄筋にセンサから交流信号を
印加すると、磁力線が腐食状態により変化します。その変化を検出値（V）で表します。その値の大
小を基準試験データと照合することで、鉄筋腐食状態が判明します。

・本体　 Ｗ＝355　Ｄ＝200　Ｈ＝255　6Ｋｇ
・A/Dコンバーター Ｗ＝200　Ｄ＝135  Ｈ＝50   410ｇ
・センサ Ｗ＝140　Ｄ＝110  Ｈ＝26   270ｇ

３．技術の効用

　コンクリート構造物内の鉄筋健全性評価をはつり調査から電磁誘導方式非破壊検査に変えたこ
とにより、はつり・復旧作業が必要なくなり工程が短縮でき、経済性が向上する。はつり作業機材
での事故がなくなり、施工時の安全性が向上する。 センサが小型軽量で狭い作業空間での測定
が出来るため施工性が向上する。 騒音や粉塵がでないため、周辺環境に優しい。

４．技術の適用範囲

自然条件 ・悪天候時不可 、作動温度範囲10℃〜40℃ 
現場条件 ・測定者2名が作業できる空間1mx2m程度が必要。水中は不可。
検体条件 ・鉄筋のかぶりが80mm以内のコンクリート構造物。 
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＊PC床版の腐食検査 測定箇所のマーキング（黄色十字）
F列目

A列目
19 1

＊検出はマーキング位置にセンサを置きデータをPCに取り込む。

　測定箇所：104 　　測定値無しは
　　　　かぶり30ｍｍ 　　欠損部位

　健全：97　腐食：７（－２００より大きい値）

＊測定結果をマップ化 ピンクの範囲
欠損部位

-200以上マイナス側 ー200～ー100 ー100～0

＊測定した後に、はつりした結果が上記写真です。測定値が－200以上マイナス側であれば健全
　 状態。-200～-100の範囲は腐食小。-100～0の範囲は腐食大の状態を表しております。
　 非破壊で内在鉄筋腐食の程度が判明します。
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ICR処理工法を通じて
　　　　　　　社会インフラの長寿命化に貢献します。

● ICR処理を適切に行うための各種講習会を、管理者や作業従事者向
けに実施しています。

● ICR処理の効果検証と現場作業の省力化と効率化を実現するため
の研究を行っています。

●当て板工法が補修困難な箇所にも施工できます。
●従来工法よりも小規模な設備で施工でき、交通規制も必要ありません。
●部材の製作や高力ボルトの施工手間が不要なため経済的で工事期
間を短縮します。

き裂を
効率的に補修

技術の研鑽を
目指して

ICR処理（衝撃き裂閉口処理）
による疲労寿命向上技術

微小な疲労き裂を効率的に補修
維持・保全業務

中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社

明 日 へ 繋 ぐ 、未 来 に 繋 ぐ
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052-212-4597 営業部直通

特 長

当社の取り組み

維持・保全業務

ICR処理施工前の技術指導講習会への講師派遣

当社では、ICR処理を適切に行うための講習会を実施致します。
●座学：ICR処理技術及び施工方法や品質管理を理解するための教育（管理者・作業従事者向け）
●実技：試験体を用いて実施工を考慮した実地訓練（作業従事者向け）

ICR処理の効果に関する更なる延命化に向けた自主研究

●充電式電動工具を用いたICR処理の疲労耐久性評価の実施
ICR処理の品質を落とさず現場作業の省力化と効率化を実現するための研究に継続的に取り組んでいます。

●実構造物におけるICR処理の効果検証を実施
実構造物の様々な疲労き裂に対してICR処理を行い、処理前後と追跡調査の計測結果から効果検証を行って
います。

エアーツールや電動工具で塑性変形を与えて疲労き裂を閉口させることで、疲労き裂の進展速度を遅延させます。
※国立大学法人名古屋大学が開発した技術です。当社は同大学と協同してこの技術のさらなる研究と普及に努めています。
　（特許第4441641号、特許権者：名古屋大学）

施工状況 補修過程（図説） ICR処理による効果

講習会（座学）状況 講習会（実技）状況 講習会（実技）状況

a部 打撃箇所

a部拡大
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